
 
 
 
 
 

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

立
春
を
す
ぎ
ま
し
て
暦
の
上
で
は
春
で
あ
り
ま 

す
が
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

◇
今
年
の
節
分
祭
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
。 

 
 

当
宮
の
祭
典
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
平

成
五
年
に
結
成
さ
れ
た
維
蘇
志
会
が
、
主
力
事
業
と

し
て
平
成
六
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
節
分
祭
も
、

本
年
十
五
回
目
を
数
え
、
年
々
盛
大
に
な
り
沢
山
の

参
拝
者
で
賑
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、

初
め
て
の
雨
天
で
の
節
分
祭
で
し
た
。 

雨
天
で
祭
典
を
執
行
す
る
事
を
「
雨う
儀ぎ
」
と
い
い

ま
す
が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
工
夫
を
し
て
無
事

に
斎
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

本
来
は
、
福
豆

や
福
餅
、
福
菓
子
を
「
鬼
は
外
」「
福
は
内
」
と
唱

え
撒
き
ま
す
が
、
雨
儀
の
た
め
に
参
拝
者
に
整
列
を

し
て
貰
い
、
お
一
人
お
一
人
に
、
手
か
ら
手
へ
お
配

り
し
ま
し
た
。 

 
 

豆
を
撒
き
ま
す
と
、
一
生
懸
命
拾
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
か
ら
、
時
に
は
奪
い
合
い
が
あ
り
ま
し
ょ

う
、
拾
え
た
人
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
人
が
出
て
き 

      

ま
す
。 

致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

し
か
し
、
分

け
合
え
ば
余
る
の
で
す
ね
、
全
て
の
皆
さ
ん
に
分
け

る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

「
奪
い
合
え
ば
争
い
、
分

け
合
え
ば
安
ら
ぎ
」、
古
来
我
々
の
ご
先
祖
様
が
大

事
に
さ
れ
た
「
お
も
や
い
」「
助
け
合
い
」
の
精
神

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
、
み
ぞ
れ
交
じ
り
の
冷
た

い
雨
と
は
裏
腹
に
、
心
温
ま
る
行
事
で
し
た
。 

雨

天
に
も
か
か
わ
ら
ず
沢
山
の
方
が
参
拝
さ
れ
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
二
月
は
、「
如
月

き
さ
ら
ぎ

」
で
す
！ 

 

二
月
は
ま
だ 

寒
さ
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
衣
を
更
に
重
ね
着
を
す

る
か
ら
と
い
う
説
が
ま
こ
と
し
や
か
に
い
わ
れ
ま

す
が
、
実
は
こ
れ
は
誤
り
で
す
。 

「
キ
ヌ
サ
ラ
ギ
」、

「
草
木
張
月
（
く
さ
き
は
り
づ
き
）」
の
意
味
で
、

植
物
の
命
が
更
生
さ
れ
、
生
命
が
芽
生
え
て
草
木
の

芽
が
張
り
出
す
月
で
あ
る
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た

と
い
う
の
が
正
し
い
よ
う
で
す
。 

◇ 

中
国
産
の
冷
凍
食
品
に
農
薬
混
入
と
い
う
報
道 

に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
ね
。 

調
理
方
法
が
簡
単
で

お
手
ご
ろ
な
価
格
、
し
か
も
お
い
し
い
冷
凍
食
品
は

重
宝
さ
れ
ま
す
。 

私
が
、
小
学
生
の
頃
の
冷
凍
食

品
は
、
こ
ろ
も
が
つ
け
て
あ
る
だ
け
で
す
か
ら
、
や

は
り
油
で
揚
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
最
近
は
、
レ
ン
ジ
で
温
め
る
だ
け
で
出
来
上

が
り
ま
す
か
ら
、
か
な
り
進
化
を
遂
げ
て
い
る
の
で

す
ね
。 

 

便
利
さ
は
、
そ
の
沢
山
の
工
程
を
省
略
す
る
事
に

よ
っ
て
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
私
達
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
大
変
な
事
態
を
招
い
て
い
る
の
で
す

ね
。 

ま
さ
に
「
プ
ロ
セ
ス
（
工
程
）
の
省
略
さ
れ

た
時
代
」
で
す
。 

や
は
り
、「
手
間
ひ
ま
か
け
る
」

「
真
心
こ
め
る
」
と
い
っ
た
事
を
、
も
う
一
度
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
春
の
甲
骨
文
字
は
、
桑
の
芽
が
伸
び
き
っ 

た
形
を
し
て
い
ま
す
。 

春
は
、「
ハ
リ
ツ
メ
ル
」

「
ハ
ル
」、
命
が
芽
生
え
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

二
月
は
、
一
年
で
一
番
短
い
月
で
す

が
、
日
本
の
国
の
生
い
立
ち
を
偲
び
建
国
を
祝
い
更

な
る
発
展
を
願
う
建
国
祭
、
そ
し
て
稲
や
農
作
物
の

豊
作
を
祈
る
、（
年
は
「
稔
り
、
ネ
ン
」
に
通
じ
る
）

祈
年
祭
、
日
本
民
族
に
と
っ
て
重
要
な
祭
典
儀
礼
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
す
。 

気
持
ち
を
「
張

り
つ
め
て
」
遺
漏
な
く
祭
儀
の
厳
修
に
務
め
、
い
き

い
き
（
生
き
活
き
）
と
前
向
き
に
諸
事
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
神
様
方
の
御
加
護
に
よ
り

ま
し
て
ご
多
幸
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス 

第
二
十
一
号

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
二
十
年
二
月
十
三
日 



 
 
 
 
 

◇
一
月
よ
り
二
月
上
旬
の
祭
典
行
事
報
告 

 
▼
歳
旦
祭 

 
 

＊
一
月
一
日
（
本
宮
・
福
浦
金
刀
比
羅
宮
・

貴
布
禰
神
社
） 

＊
一
月
十
一
日
（
六
連
島
八
幡
宮
） 

＊
一
月
十
四
日
（
田
の
首
八
幡
宮
） 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

 
   

 

 

▼
安
倍
前
首
相
参
拝 

 
 
 
 
 

 

 

▼
会
社
新
年
祈
願
参
拝 

＊
一
月
四
日
～
七
日 

 

▼
早
起
会
新
年
祭 

＊
一
月
十
三
日 

 

▼
維
蘇
志
会
新
年
例
会 

＊
一
月
十
五
日 
 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日 

 

▼
防
災
訓
練 

＊
一
月
二
十
六
日 

 

 
 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 
 

※
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、「
豆
ま
き
」
を
取
り

止
め
て
、
「
豆
配
り
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
お
も
や
い
」
の
精
神
で
分
け
あ
い
ま
し  

た
！ 
◇
二
月
の
祭
典
行
事
予
定 
 

▼
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ
ン
の
集
い
の

会
参
拝 

＊
二
月
九
日 

 

▼
建
国
祭 
＊
二
月
十
一
日 

 
 

※
市
民
会
館
の
建
国
祭
で
は
、
当
宮
維
蘇
志
会

濵
畠
会
長
が
「
遥
拝
の
詞
」
を
奏
上
し
ま
す 

 

▼
祈
年
祭 

＊
本
宮 
二
月
十
七
日 

 

＊
六
連
島
八
幡
宮 
二
月
二
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、
祈
願
祭
の
後 

 
 

宮
司
講
話
、
お
粥
を
食
し
ま
す 

▼
第
十
九
代
宮
司
柴
田
八
十
二
大
人
命
十
八
年
祭 

 

＊
二
月
二
十
四
日 

◇ 

二
月
の
宮
司
の
予
定 
 

▼
下
関
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
式
典
担
当
者

会
議
出
席 

＊
二
月
六
日 

 

▼
下
関
市
要
保
護
児
童
地
域
協
議
会
出
席 

 
 

＊
二
月
七
日 

 

▼
彦
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
出
席 

＊
二
月
九
日 

 

▼
下
関
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
式
典
奉
仕 

＊
二
月
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会
出
席 

＊
二
月
十
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議
出

席
の
為
山
口
出
張 

＊
二
月
十
三
日 

 

▼
連
合
山
口
下
関
地
域
協
議
会
総
会
に
て
講
演 

＊
二
月
十
三
日 

 

▼
玄
洋
中
学
校
第
六
回
常
任
委
員
会
出
席 

 
 

＊
二
月
十
四
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会
出
席 

＊
二
月
十
八
日 

 

▼
式
年
遷
宮
対
策
委
員
会
出
席 

＊
二
月
二
十
日 

 

▼
当
宮
神
道
会
役
員
会
出
席  

＊
二
月
二
十
三
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
教
化
講
師
会
主
催
の
社
頭

講
話
研
修
会
、
当
宮
に
て
開
催 

＊
二
月
二
十
七
日 

 

▼
下
関
市
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
校
長
会
議
出
席 

＊
二
月
二
十
九
日 

 
 
 

 


